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目⑧生協力の新時代に向けて

山口洋一1)

百年有余に亘る良好な日･土友好の歴史を通じ

て,様六た交流や協力が両国間で積み重ねられて来

たが,最近においては,こうした中で,鉱物資源分

野における協力関係も順調に進展している.ところ

が,このように好ましい発展を遂げてきた日･土関

係は,今まさにひとつの新たな段階に差しかかろう

としている.このような重要た時期に,地質ニュｰ

スの六号でトルコを特集することとなったのは誠に

時宜を得た好企画であり,編集責任の方丈のタイム

リｰな発想に先ず敬意を表したい.

そこで,本稿においては,目･土関係が現在如何

なる転機にあり,今後一体如何なる関係にたって行

くのかを考察して見ることと致したい.鉱物資源分

野でのトルコとの協力関係が日･土関係全体の枠組

みの中に位置づけられることは言うまでもなく,こ

れからこの分野でのトルコとのお付き合いをしてい

く上で,この全体的枠組みは十分念頭に置かなげれ

ばたらない.先ず,何故目･土関係がこれまでと異

なった新たな時代への区切り目を迎えているのかと

言う点であるが,その背景には,冷戦終結後の今日

の世界に於けるトルコの位置づけが大きく変わって

きていると言う事実がある.

トルコ世界の中心としてのトルコ共和国

先ず一番顕著な変化は,70年以上もの問,鉄の

カｰテンに遮られて交流ももてずにいたトノレコ系の

人達の世界が突如としてトルコ共和国の回りに再現

したことである.カザフスタン,キルギスタン,ウ

ズベキスタン,トルクメニスタン,アゼルバイジャ

ンといった旧ソ連の中央アジア･コｰカサスの共和

国はいずれも民族的,文化的,言語的に共通性を持
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つたトルコ系の国であり,バルカンのボスニアやマ

ケドニア,東欧のブノレガリアなどにもトノレコと縁の

深い回教徒人口は少たくたい.トルコとこれら周辺

地域との間には強い同胞意識が存在し,種々の形で

関係強化に向けての働きが始まっている.

特に,旧ソ連のトルコ系共和国はトルコをモデノレ

にした国造りを目指しており,トルコはこれらの国

々を支援すべく,相当無理をしてまで,懸命の努力

を払っている.トノレコのデミレル首相(現大統領)

はrトルコ型国家建設に向けて歩み始めたこれら共

和国は今や後戻り出来ない転換期に差しかかってお

り,ここで彼らの経済を安定させ得るか否かが決定

的に重要となっている.この局面を乗り切れるか否

かは,そこに今後の彼らの国造りの成否が掛かる程

重要であり,今まさに時期を逃さずに彼らを支援す

ることが大切となっている｣として,日本にもトル

コと相携えて支援を行なうよう呼び掛けている.

こうして,アンカラやイスタソブノレは,今や人口

5千8百万のトルコ共和国の都市であるばかりでな

く,世界の新秩序の中で生まれたトルコ世界の中心

としての観を呈している.そこにはこうしたトルコ

世界の各地からやって来た沢山の留学生や実業家や

政府関係の人達が行き交っており,トルコ世界の交

流の拠点となっている.トルコの人達にとっても,

この様な交流は数年前までは夢想たにし得たかった

ことであり,すっかり忘れてしまっていたほど疎遠

になっていた自分たちの同胞が,鉄のカｰテンが取

っ払われてみると,忽然と現れてトルコ世界の再現

となったのである.こうして再現したトルコ世界の

中心としてのトノレコ共和国の位置づけは,何よりも

注目すべき大きな変化として,見逃すことが出来な

い.デミレル首相はトルコ共和国も含めたトルコ世

界の総体を｢人口2億｣としており,また｢トル

コとの経済関係は単にトノレコ共和国のマｰケットだ

けでなく,10億のマｰケットとの繋がりをもつこ

ととなる｣とも述べている.

中東との関係における位置づけ

次に目をトルコの南の方に転じて,中東との関係

におけるトノレコの位置づけを見てみよう.

米･ソ対立の冷戦の時代には,中東においても冷

戦構造が支配しており,アメリカ寄りの国とソ連寄

写真1日本訪間の際,西垣海外経済協力基金総裁(左利

中央側)と懇談するデミレル首相(中央,現大統

領).向かって右ヘチェテイン外相,チャｰラル

国務相(当時).

りの国とがそれぞれの立場を旗色鮮明にしつつ,そ

の問でカの均衡カミ保たれ,冷戦の秩序カミ存在してい

た.ところが,今やこの冷戦秩序が崩壊し,不安定

化の様相が強まっている.軍事的に腕っ節の強い国

が湾岸の国を席巻する挙に出る様た危険が排除され

ず,現に先般のイラクによるクエｰトの侵攻が起こ

った.

このように中東で不安定化の様相が高まっている

中で,西側自由世界と基本的価値観を共有する安定

勢力であるトノレコの存在は,これまでにも増して大

変重要となっている.トルコは民主主義,自由,人

権,市場経済と言った基本理念を西側自由世界と共

有する安定した国家であるが,このような国の存在

が中東の平和と安定のために,如何に重要かは先般

の湾岸戦争でトルコ添担った役割を見ても明らかで

ある.

冷戦終結後の中東世界で,もうひとつ危倶の種と

たっているのは,イスラム原理主義の蔓延である.

既に中東の多くの国でその傾向が現れている.これ

まで穏健な国とされていたエジプトやチュニジアで

すらその兆候が見られる.このような状況にあっ

て,セキュラリズム国家の建前を確固として堅持し

ているトルコの存在は,中東全体に原理主義が蔓延

するのを阻止する重要な働きをしている.

トルコの役割の変化と目･土関係

このように,冷戦終結後の世界に於いてトルコの
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占める位置づけが従来に比し格段に重要性を増して

来たのに伴い,トルコの果たす役割も変わってきて

いる｡冷戦下,米･ソ対立の時代のトルコの対外関

係は西側陣営の一員として,西側との協力を主軸と

していた.ソ連の脅威を身近に感ずるトノレコが西側

協力一辺倒にたるのは当然の成り行きであった.冷

戦が終わった現在,トルコは西側協力の基本姿勢は

変わらぬものの,よりグロｰバノレな役割を担うに至

っている･旧ソ連回教系共和国への支援を始め,中

央アジア,コｰカサス,バノレカソ,中東,北アフリ

カと言った周辺地域を中心に,世界の主要た国際問

題に積極的貢献を果すに至っている.

トルコと日本の関係は,1890年にオスマン帝国

の特派使節一行が軍艦エノレトゥｰノレル号に乗っては

るばる日本へやって来て以来,百年有余に亘る友好

の歴史を有し,大変良好な関係を続けてきた.しか

し,従来の関係はややムｰド的な友好関係で,十分

た実体を伴ったものとは必ずしも言いがたい状況に

あった一両国間の貿易や投資,人の往来の量的な大

きさも両国の観模に見合ったレベノレにはまだまだ達

していない.しかし,トノレコの役割がグロｰバル化

する中で,その対外関係もアジアの方により大きな

注目が注がれ,今や目･土関係をムｰドだげではた

く,実体的に強化することに強い関心が抵われてい

る.殊に旧ソ連回教系共和国の支援を日･土相携え

て行なうことは極めて効果的である.こうして日

･土関係は今後いよいよ真に実体を備えた協力関

係の時代に入って行くこととたる.

トルコの重要性に対する日本側の認識

こうした折り,昨年の12月にはデミレル首相が

日本を公式訪間した.

デミレル首相はこの訪日において,宮沢総理始め

日本の政府関係者に対しても,経済界の人達に対し

ても,プレスに対しても,トルコのこのような新た

な位置づけと役割を説きつつ,日本との関係強化へ

の熱意を示した.こうして日本側はトノレコ世界の中

心としてトルコを位置つげ,目･土関係を単に日本

とトルコ共和国とのバイラテラルな関係でのみとら

えるのではたく,トルコ世界全体の拠点としてのト

ルコを念頭に置いて考えるようにたった.中東の安

定勢力としてのトノレコの重要性にも改めて認識を深
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写真2イスタソブル･ツヅラの職業訓練センタｰの協

力現場を訪問した薯老(手前)

めた.このように,日本側が,冷戦終結後の世界に

おけるトノレコの新たな位置づけと役割の重要性をは

っきりと認識したことは今回のデミレル首相訪日の

一番大きな成果だと言える.

日本は冷戦終結後の新たた時代において,世界が

当面する重要た問題の解決に寄与すべく,経済面の

みならず,政治面や人的貢献においても積極的な役

割を果たして行こうとしている.このようた基本姿

勢に立った日本政府は,今回の首相訪日を通じて深

めたトノレコの重要性についての認識に基づいて,ト

ノレコとの関係強化に積極的な取組を見せている.

旧ソ連の回教系共和国への支援にも前向きの姿勢

で臨んでおり,OECD(経済協力開発機構)における

日本政府のイニシアティブが実って,本年1月1

目から中央アジア5か国がDAC(開発援助委員会)

の開発途上国リストに加えられることとたった.今

後これら共和国への日本の政府開発援助もいよいよ

本格化することとなるが,日本はその実施に当た

り,トルコと緊密に連携,協力して行くこととなろ.

う.

カザフスタンとウズベキスタンの日本の大使館実

館も本年1月に開設された.

トルコ輸銀のこれら共和国支援活動に力を合わせ

るべく,日本の輸銀からトルコ輸銀に融資を行なっ

て欲しいとの要望についても検討が進められてい

る.

日本の民間企業も旧ソ連回教系共和由に関心を向

けており,目･土経済合同委員会は1993年4月に

カザフスタン,ウズベキスタン及びトルクメニスタ

ンに目･土合同の経済ミッションを派遣する計画を�
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写真3金属鉱業事業団･MTA共催の黒鉱セミナｰ開会

式に臨んだ著者.右はギョズレルMTA総裁､

進めている.

資源分野でのこれからの協力

こうして,目･土関係は新たた局面を迎え,トノレ

コ世界の中心としてのトルコ,中東の安定勢力とし

てのトノレコとのお付き合いが始まらんとしている･

鉱物資源分野における協力関係も,この新たな日

･土関係の一環として,今後ますます強化されて

行くこととたろう.中央アジアやコｰカサスのトル

コ系共和国が石油,石炭,天然ガスと言ったエネル

ギｰ資源のみたらず,金,銀,銅,亜鉛,錫,レア

メタノレ等,金属鉱物資源も豊富な国であることを考

えると,トノレコ世界の中心たるトノレコ共和国との協

力がこの分野において,如何に重要であるかは自ず

と明らかとなろう.しかも,これら周辺諸国は経済

発展段階での立ち遅れが著しく,技術レベルもまだ

まだ低い水準にあり,そこには潜在的な開発の可能

性を秘めた豊富な資源が地下に眠っている.従っ

て,資源分野での目･土関係も,これからは目･上

二国間の協力にとどまらず,両国が力を合わせて周

辺諸国の問題に取り組んだり,日本がトノレコを拠点

として,又はトルコの人達を通じて周辺諸国への技

術移転を図ることが検討課題となろう｡

更に民間企業レベルでは,目･土両国の企業が共

同して,周辺諸国の地場企業とも組んで,中央アジ

アやコｰカサスでの資源開発に乗り出すといった働

きも当然活発になってくるであろう｡

他方,トルコでは,これまでなおざりにされてき

た鉱山開発に伴う環境問題や鉱山保安の問題が大き

くクロｰズアップされており,この面での日本の協

力が強く求められている.1992年に爆発事故を起

こした黒海沿岸のゾソグノレダｰク炭鉱に対する保安

対策のための技術協力は既に始まっているが,こう

した方面での協力は日本側としても今後大いに力を

入れて行がたげればならない.
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